
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
は

袋
井
市
民
の
利
用
が
少
な
い
と

思
え
る
が
ど
う
か
。

入
院
患
者
の
割
合
は
、
袋
井
市

26
%
、
掛
川
市
58
%
、
菊
川
市

6
%
、
御
前
崎
市
3
%
、
外
来
患
者

は
袋
井
市
27
%
、
掛
川
市
56
%
、
菊

川
市
6
%
、御
前
崎
市
3
%
で
あ
る
。

本
市
の
外
来
患
者
数
は
想
定
を
下

回
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
旧
袋
井
市

民
病
院
閉
院
時
に
患
者
受
け
入
れ
を

開
業
医
に
お
願
い
し
た
経
緯
や
、
市

北
部
に
と
っ
て
病
院
が
遠
く
な
っ
た

こ
と
が
要
因
と
考
え
る
。

診
療
科
別
や
紹
介
率
な
ど
の
分

析
が
必
要
で
は
な
い
か
。

入
院
の
外
科
系
で
は
、
整
形
外

科
13
%
、消
化
器
や
血
管
外
科
11
%
、

脳
神
経
外
科
9
%
、
内
科
系
で
は
、

血
液
内
科
や
透
析
10
%
、
消
化
器
内

科
10
%
、循
環
器
内
科
8
%
で
あ
る
。

　

紹
介
患
者
の
割
合
は
袋
井
市
民

24
%
、
掛
川
市
民
59
%
で
あ
る
。

利
用
の
見
通
し
と
利
用
増
へ
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

旧
病
院
の
実
績
か
ら
す
れ
ば
、

今
後
患
者
数
は
増
加
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。
医
師
会
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
た
り
、
院
長
・
副

院
長
が
市
内
の
開
業
医
を
訪
問
し
、

連
携
強
化
を
図
る
な
ど
、
地
域
連
携

の
推
進
に
努
め
た
い
。
ま
た
、「
断

ら
な
い
救
急
」
の
継
続
に
つ
い
て
も

努
め
て
い
き
た
い
。

新
東
名
を
活
か
し
た

       

ま
ち
づ
く
り
を

新
東
名
へ
の
対
応
は
自
治
体
間

競
争
の
真
価
を
問
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
新
東
名
開
通
に
伴
い
、
県
の
内

陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く
取
り
組

み
に
呼
応
し
、
磐
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
や
、
掛
川
・

磐
田
・
浜
松
市
の
工
業
団
地
造
成
の

動
き
に
対
し
、
本
市
も
攻
め
の
姿
勢

が
必
要
と
考
え
る
。
袋
井
商
工
会
議

所
の
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
提
言

書
を
ど
う
活
か
す
の
か
。

宇
刈
か
ら
森
掛
川
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
な
が
る
道
路
や
、
市

の
中
央
を
横
断
す
る
広
域
横
軸
幹
線

道
路
の
整
備
及
び
そ
の
沿
線
や
三
川

地
区
の
土
地
利
用
構
想
の
提
言
を
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
は
長
期
的
な
視

野
の
中
で
検
討
し
、
ま
ず
は
森
町
袋

井
イ
ン
タ
ー
通
り
線
の
県
道
昇
格

と
、
山
科
東
工
業
団
地
等
既
存
の
工

業
用
地
へ
の
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

中
東
遠
の
中
核
都
市
づ
く
り
を

総
合
体
育
館
・
野
球
場
の
建
設

構
想
を
県
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
創
出
支

援
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
メ
ッ
カ
構
想
等

に
乗
せ
、
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

施
設
と
し
て
建
設
す
べ
き
で
は
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
決

定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
が
よ
り
発
展

す
る
。
こ
こ
が
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た

地
域
と
な
り
得
る
よ
う
体
育
館
整
備

を
考
え
て
い
き
た
い
。
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ふくろい

よ り よ い ま ち づ く り を め ざ し て
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